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はじめとする炭化水素 は, タバコの煙3), 焼
肉4),焼魚5),汚染大気6)等から検出され, 環
境汚染物質 と して現在注目されている｡ これ
ら癌原性炭化水素 の発癌性, 化学的性質, 代
謝等にはお互いに類似点が多い｡ 本署では 3-












る肺腺腫の発生は, 胎盤8)又 は ミルク9)を介
しても短期間で容易に達成される事が,我々の
実験より明らかになった｡ 又 3-MC の代謝産


























SimslO)は 3-MC の酸化物を C57IiL マウ
スの皮下に投与 し, 局所 の発癌性 を調べてい























































では 11,12-epoxide が未変化の 3-MC より発
癌性が強いという報告もみられる11)｡ 我 々は
Table2に示された方法で 3-MC 及びその代
謝産物を DDD 新生児マウスに腹腔投与 し,
3カ月, 6カ月後に屠殺 して肺腺腫の発生率を
検討 した｡ それによると未変化の 3-MC 及び
2-hydroxy体が最 も強力で keto体 も発癌性は
比較的強い 11,12-dihydr0-ll,12-dihydroxy体
には発癌性 がなかった｡ これらの結果 はほぼ
Sims10)のデータと一致 している｡
(3) 3-MCの臓器分布














んど観察 されないが, 出産 1日前 (妊娠 18日
冒)の胎仔をとり出して露出時間を長 くして観
察すると (Fi虫.2-1,2),放射活性 は腸管 に強
く, 肝及 び腎 にも分布 していることが判明す
る｡肺その他の臓器では,ごくわずかにしかも
一様に分布 している｡妊娠15日目の胎仔 (Fi畠.






以上 要 するに癌好発臓器 である肺 における





そ こで 3-MC-3H 1.l〟g(20/↓Ci) を牛血清
0.15mlに溶解 し, これをマウスに静注する
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その他の臓器とにわけて mg当りの dpm を測
定 し,各々を比較して見ると Fi皇･4 に示す如
く肝では全期間を通 じてほぼ一定であるのに対
して腸管では17日目より急に増加 している｡こ







に胎仔での 3-MC に対する解毒能が急増 している事を示してい
る｡(4) 3-M C の代謝12,13)




dex LH-20 の カラムクロマ トにかけ,エ
タノールで溶出すると, 3つのピ-クが得られる｡同様の操
作を胆汁,小腸,盲腸及び大腸内容物について も行な
い得られた成績 を Fi色.5 に示 した｡又 3-MC-3H 1.1ILg(20FLCi)を
静注し,5時間後に肺,肝,腎,腸管壁及び膜
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トの Rf値,紫外線吸収,蛍光曲線等により3-MC代謝産物 京大胸部研紀要 第7
巻 第 1号の同定を行なった｡ 成熟マウス及
び胎仔o)肝の FIのピークから未変化の 3
-MC と上記のすべての誘導体が同定された
13)｡ しかし3-MC の keto体 は
抽出操作の途中で光, 酸素等により人為的に出来る
可能性がある｡糞便中の FIからは Lhydroxy休,11,12-dihydr0-ll,12-dihydroxy 体
をのぞく残りの全てが検出された12)｡
FH ピークは合成された誘導体のい













Wistar系 ･雄 ラッ ト (2ケ月)に静
注 し, 24時間後に屠殺 し肺と肝の核より クロマチンを集め,SephadexG-200,2･2M N








の dpm を計算すると, 投与早期 をのぞいてほと
んど差がみられなかった｡ 3-MCが妊娠
























































見出す事は困難であり, 今後 3-MC と高分子
との結合による高分子の機能の変化等の差違に
注目すべきであろう｡
一般に 3-MC は, 投与局所で発癌を示す傾
向が強い｡出来るだけ代謝されないで未変化の
まま高濃度で長 く局所にとどまる事によってそ
の発癌性は高 くなる｡ 即ち未変化の 3-MC が
発癌に重要である事を示 している｡一般には,











鶴城の epoxy体,又は PDA,(C) 3位のメチ




って提案された epoxy体が発憤的代謝の 中 間




よりも強 く invitroにおける celltransforma-







代 謝産物 の発癌 において 2位 の水 酸化体は












妊娠末期又 は授乳 中 に母親 に投与 され た
3-MC は胎盤又 は ミルクを介 して胎仔,乳仔
に移行 して発癌的な影響を及ぼすが,胎仔-移
行 した 3-MC は末期 の胎仔の肝にて代謝され
胎仔腸管に排泄される｡
3-MC の分布,代謝,DNA との結合等 に
関して癌好発臓器である肺と嫌発臓器である肝
目許和48.12 3-メチルコランスレンの代謝と発癌
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